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2.センターの活動内容と成果2.1セ ン タ ー 棟 竣 工

平成7年 度補正予算 において、本 セ ンターの建物の建設が認められ、平成8

年4月 に竣工 した。建物 は3階 建 て2000㎡ で、 ク リー ンルー ム200㎡ 、約140㎡

の大型研究室5つ を含 む大規模 な もので あ る。場所はJR大 野城駅 前で、筑 紫

キ ャンパ スの中では最 も交通の便の良い ところに位置 してい る。

平成8年5月25日(土)に 本 セ ンターの竣工記念式典 が、筑紫地区共通管理棟

にて執 り行われた。出席者は、産業界、官界及び大学関係者約180名 で あった。

総長式辞 の後、来賓祝辞 として、文部省学術国際局長 林田英樹氏、福岡県知

事 麻生 渡氏、三菱重工業㈱社長 増田信行氏 より、 それぞれの学、官、産

の立場から祝辞 を戴いた。 その後、村岡センター長によりセンター概況説明、

建物建設業者等への感謝状贈呈が行われた。

引 き続 き、センター棟に場所を移 して、来賓側 として、林田局長、麻生知事、

増 田社長、および九大側から杉岡総長、村岡センター長、牛尾事務局長により、

テープカ ットが行われた(写 真1)。

その後、場所 を リーセ ン トホテルに移 して竣工記念祝賀会が行 われ、150名

の出席 の下 に和 やかな歓談 が なされた(写 真2～4)。



2.2民 間企業 との共同研究1個別共同研究

個別共同研究については、本年度は以下の66件 が実施 され た。 その研究成果

の概要についてはⅡ部に掲載 した。附録4に は、研究協力制 度 の概要 を載 せた。

区分 研 究 題 目

A安 静臥位時の立位耐容能減弱の機序

とその対策

A軸 流圧縮機端壁境界層制御に関する

研究

A不 連続性岩盤の評価に関する研究

A配 電作業 ロボット制御方式に関する

研究

A電 力用超伝導機器の電気絶縁技術に

関する基礎研究

A半 導体の結晶成長に関するシミュレ
ーシ ョンの研究

Aロ ープレス リニアエレベータの基礎

研究

A自 律制御型 ロボット技術に関する研

究

A気 液二相流における流動様式遷移機

構に関する研究

A工 場における漏洩可燃性ガスのレーザ
ーレーダーによる監視システムの開発

Aデ ブ リ/マ イクロメテオロイ ド計測

に関する研究

A微 小重力場の沸騰熱伝達に関する基

礎研究

A流 況予測プログラムの開発

Aレ ーザー誘電の実用化に関する研究

A並 列 ・分散処理の基礎研究

A固 体電解質燃料電池の構成材料の評

価 と電極反応の解析

A低 濃度窒素酸化物の大気温度還元無

害化

A微 小重力下での半導体 ・多層膜の気

相法による成長

A半 導体の結晶成長に関するシミュレ
ーシ ョンの研究

A燃 焼排ガス中の低濃度N20分 解・熱

安定ゼオライ ト触媒の開発

A微 小重力下における流体挙動に関す

る研究

A高 性能ハニカムローターの吸着プロ

セスに関する研究

A高 温超伝導材料の電力機器への適用

に関する研究

A中 性子計測データの計算機直接入力

に関する研究

A浅 所陥没発生機構の解明および復旧

対策工法等の確率に関する共同研究

Bア ジアモンスーン降雨プロセスの研

究(そ の2)

代表者 所属 ・職 ・氏名

医 ・教 授 ・竹下 彰

工 ・教 授 ・井上 雅弘

工 ・教 授 ・江崎 哲郎

シ情・教 授 ・長谷川 勉

シ情・教 授 ・原 雅則

工 ・教 授 ・本岡 輝昭

シ情・教 授 ・吉田欣 二郎

シ情・教 授 ・平澤宏太郎

工 ・教 授 ・深野 徹

シ情・教 授 ・前 田 三男

工 ・教 授 ・八坂 哲雄

工 ・助 教授 ・大田 治彦

総 ・教 授 ・経塚 雄策

総 ・教 授 ・村 岡 克紀

シ情・教 授 ・雨 宮 真人

総 ・助 教授 ・江 口 浩一

機 ・教 授 ・持 田 勲

機 ・教 授 ・今石 宣之

機 ・教 授 ・今石 宣之

機 ・教 授 ・持 田 勲

機 ・助 教授 ・高松 洋

先 ・助 手 ・古川 勝彦

工 ・教 授 ・船木 和夫

工 ・教 授 ・的場 優

工 ・教 授 ・江崎 哲郎

理 ・教 授 ・高橋 劭

民 間 機 関

側)宇宙環境利用推進センター

㈱東芝重電技術研究所

九州電力㈱総合研究所

九州電力㈱配電部

九州電力㈱総合研究所

（財）宇宙環境利用推進センター

LG産 電㈱(外 国会社)

九州電力㈱配電部

側)宇宙環境利用推進センター

三菱重工業㈱

(財宇宙環境利用推進センター

㈲宇宙環境利用推進センター

メガフロー ト技術研究組合

九州電力㈱総合研究所

(財京都高度技術研究所

九州電力㈱総合研究所

大阪ガス㈱ ・三菱重工業㈱

側)宇宙環境利用推進センター

側)宇宙環境利用推進センター

電源開発㈱火力部

側)宇宙環境利用推進センター

㈱西部技研

九州電力㈱総合研究所

動力炉 ・核燃料開発事業団

石炭鉱害事業団九州支部

宇宙開発事業団
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区分 研 究 題 目

B高 エネルギー荷電粒子輸送コー ドの

研究

Bフ レア型護岸の越波制御効果と波圧

特性に関する研究

B非 越波型防波護岸に作用する衝撃砕

波圧の低減に関する研究

B浮 遊物体がある場合のコロナ放電モ
ー ドの解明

Bブ ローヘ ッド内の樹脂流動シミュレ
ー ン ヨ ノ

B多 層流れのシミュレーションに関す

る研究

Bプ ロセスプラズマ中のパーティクル

計測技術の開発

B漂 白のための錯体触媒の開発

Bジ ルカロイ合金の高温高圧水による

酸化機構と水素吸収機構の解明

B軽 水炉炉心による放射性廃棄物消滅

処理の研究

B不 均質多孔質媒体中の水理 ・物質移

動に関する研究

Bコ ンク リー ト中の トリチウムの挙動

に関する研究

B無 接点型直流大電流スイッチの基礎

研究

B電 撃による害虫駆除に関する要素研

究

B森 林の公益的機能の評価に関する研

究

B農 業用電気機械の開発に関する研究

Bプ ロセッシングのためのNLDプ ラ

ズマの振舞に関する研究

B地 下ダム建設に伴 う地下水の挙動を

管理 ・利用するための数値計算モデ

ルの開発

Bミ クロバブル超臨界CO2処 理による

細菌表面構造変化の解析

Bエ キシマレーザー内放電プラズマの

制御の高度化に関する研究

B球 果害虫の産卵回避フェロモンを活

用 した被害防除法に関する研究

Bシ リコン中の重金属の挙動に関する

研究

B押 出加工シ ミュレーシ ョン技術

B高 燃焼度燃料内の固体FPの 挙動評

価

Bオ ーステナイ ト鋼におけるイオン照

射による析出物の照射安定性評価(Ⅱ)

B混 合媒体の熱力学的性質に関する研

究

B混 合媒体の凝縮伝熱特性に関する研

究

B高 温岩体貯留層内流動構造の評価技

術に関する研究

B有 害有機塩素化合物の脱塩素化に関

する基礎的研究

C有 機酸を含む系の気液平衡推算の研究

代表者 所属 ・職 ・氏名

工 ・教 授 ・石橋 健二

工 ・教 授 ・入江 功

工 ・教 授 ・入江 功

ン情 ・教 授 ・原 雅則

工 ・教 授 ・船津 和守

工 ・教 授 ・船津 和守

ン情 ・教 授 ・渡辺 征夫

理 ・教 授 ・大川 尚士

工 ・教 授 ・杉崎 昌和

工 ・教 授 ・工藤 和彦

工 ・教 授 ・神野 健二

工 ・教 授 ・古屋 廣高

ン情・教 授 ・竹尾 正勝

農 ・教 授 ・齋藤 明

農 ・教 授 ・齋藤 明

場 ・助教授 ・中司 敬

総 ・教 授 ・村 岡 克紀

工 ・教 授 ・神野 健二

農 ・教 授 ・筬島 豊

総 ・助教授 ・内野喜 一郎

理 ・助 手 ・白石 昭雄

先 ・助教授 ・中島 寛

工 ・教 授 ・船津 和守

工 ・教 授 ・古屋 廣高

応 ・教 授 ・吉 田 直亮

工 ・教 授 ・伊藤 猛宏

機 ・教 授 ・小山 繁

工 ・助教授 ・藤光 康宏

機 ・教 授 ・田代 昌士

工 ・教 授 ・荒井 康彦

民 間 機 関

㈱三菱総合研究所

九州電力㈱

㈱神戸製鋼所

九州電力㈱総合研究所

東洋製罐ゲループ綜合研究所

三菱樹脂㈱長浜研究所

リオン㈱

フロクター。アンド・ギャンブル・ファー・イースト・インク(P&G)

原子燃料工業㈱熊取開発部

九州電力㈱原子力建設部

動力炉 ・核燃料開発事業団

佐藤工業㈱

九州電力㈱総合研究所

九州電力㈱総合研究所

九州電力㈱総合研究所

九州電力㈱総合研究所

日本真空技術㈱

西松建設㈱技術研究所

㈱島津製作所基盤技術研究所

㈱小松製作所研究本部

北海道立林業試験場

新 日本製鐵㈱先端技術研究所

住友化学工業㈱樹脂開発センター

動力炉 ・核燃料開発事業団

動力炉 ・核燃料開発事業団

九州電力㈱総合研究所

九州電力㈱総合研究所

働電力中央研究所我孫子研究所

ケミカルテクノ㈱福岡化学研究所

出光石油化学㈱化成品研究所



区分 研 究 題 目

C偏 心傾斜荷重の効果を考慮 した杭の

支持力評価に関する研究

C形 状記憶合金の力学特性とその応用

に関する研究

C偏 載荷重を受けるRC張 出式T形 橋

脚の設計法

C高 速 ・高品質アモルファスシリコン

成膜技術の研究

C東 洋医学的ヘルスケアの意義とその

客観的評価

C大 規模病院における物品の適正な供

給及び搬送に関する方法論の確立

Cテ レプレゼンスシステムに関する研

究

Cミ クロコックス属細菌の有用酵素遺

伝子の研究

C蛍 光体発光に対するプラズマ特性の

解明

C有 機ELデ ィスプレイ用新規発光材

料の開発

代表者 所属 ・職 ・氏名

工 ・教 授 ・落合 英俊

工 ・教 授 ・久能 和夫

工 ・教 授 ・彦坂 煕

総 ・教 授 ・河合 良信

健 ・助教授 ・藤野 武彦

医病・材料部長 ・猪俣 孟

シ情 ・教 授 ・松永 勝也

歯 ・教 授 ・中山 宏明

総 ・助教授 ・梶原 寿 了

総 ・教 授 ・筒井 哲夫

民 間 機 関

㈱建設技術研究所福岡支社

日本タングステン㈱

㈱構造技術センター

三菱重工業㈱技術本部長崎研究所

MlL開 発㈱

㈱セン トラルユニ

㈱フジタイチケン管理課

㈱シー ・アール ・シー

大電株式会社

㈱同仁化学研究所

2複数講座と複数企業との共同研究大型プロジェクト研究複数講座 と複数企業を組織 してのプロジェク ト研究の推進は本センターの一

つの特色であ り、積極的に推進 している。平成8年 度 に実施 中のプ ロジェク ト

の研 究経過を以下に紹介する。また、センター建物完成 に伴い、今年度からセ

ンターが主体 として行 う大型プロジェク ト研究 も開始 したので、 これの経過に

っいて も紹介す る。

○テーマ名=レ ーザー誘雷の実用化 に関する研究(平 成6年 ～)

研究体制:

大学側 九州大学大学院総合理工学研究科エネルギー変換工学専攻電離イオン工学講座

九州大学大学院総合理工学研究科エネルギー変換工学専攻電気エネルギーシステム学講座

九州大学理学部地球惑星科学科地球惑星大気物理学講座

九州大学大学院システム情報科学研究科電子デバイス工学専攻電子機能デバイス工学講座

九州大学大学院システム情報科学研究科電気電子システム工学専攻電気システム工学講座

民間側 九州電力㈱

研究経過:

レーザー誘雷 の フィール ド試験 を開始す るかどうかを決 める一つの指針 とし

て、 レーザー生成 プラズマによって鉄塔から自発進展す るリーダーを発生で き

るか否かがポイン トとなる。そ こで、その正否を検証するため、500分 の1の ス

ケー ルの誘雷模擬 装置 を もちいて今年度 から本格的な実験に入 った。直流高電

圧下では接地側棒雷極付近で集塵効果が起 こり、大気中のエアロゾルが減少 し、

プラズマ生成を阻害 していることがわかった。また、 レーザー生成プラズマに

より接地側棒電極から印加電圧の極性 とは逆極性 のリーダーが発生 し、助長 さ
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れていることがフレー ミングカメラによって確 かめられた.

○テー マ名:磁 気中性線放電(NLD)に よる新 しいプ ラズマ生成法 の確立

研究体制:(平 成6年 ～)

大学側 九州大学大学院総合理工学研究科エネルギー変換工学専攻電離イオン工学講座

東京大学大学院工学系研究科システム量子工学専攻エネルギー量子工学講座

民間側 日本真空技術㈱

研究経過:

LSI等 のプ ラズマ プ ロセ スに用い られ る新 しいプラズマ生成法 として、磁気

中性線放霜(NLD)が 、 日本真空技術㈱ よ り提案 されている。低気圧ガス中に磁

場強度がゼ ロとなるループ(NL)を 形成 し、 このNLに 高周波 電場(13.56MHz)

を印加 して放電 プ ラズマを生成す るもので、1ｍTorr以 下 の低 ガス圧領域 で も

高 密度 のプラズマが得 られる特徴 を持つ。また、NLDプ ラズマ は、 そ の大 き

さ、形状 あ るいは位置を磁気中性線ループの制御 により自由に変 えられ るので、

大口径 のプロセス用プラズマ源など広い応用の可能性がある。しかし、NLDプ

ラズマの生成機構や諸特性 についてはまだ何 も分 かっていない。 このNLDプ

ラズマの生成法 の確立 に向けて、上記研究体制の もとに、共同研究を進めてい

る。日本真空㈱では、NLDプ ラズマ をアル ゴンガスや様 々な反応性ガスを用い

て生成 し、エッチング特性 を広範 な条件下で調べて他のプラズマ生成方式に比

べてそれらの特性が優れてい ることを明らかに した。東京大学のグループでは、

NL周 りで の電子 の運動 をカオ スの理論をもとに検討することで、無衝突で も

電子の速度分布関数 は疑似的にマ ックス ウェル分布 となることを示 した。 これ

により、低ガス圧領域でプラズマの加熱 ・維持が有効に行われ ることが理解で

きるようになった。その理論解析 のなかで、電子の運動方程式に現われる規格

化高周波電場を表わすパ ラメータFが1の オーダーで なければ な らない ことが

示 された。九州大学のグループでは、レーザー トムソン散乱法 を用いたNLDプ

ラズマの電子密度、温度 の測定 を行 った。同法を用い ることで、磁場 と高周波

電磁場 の存在下で も測定結果 の解釈に何 ら問題がな く、またプラズマを乱す恐

れ もな く、信頼で きる電子密度、温度の分布が得 られた。その結果、電子密度

はNLよ り3cm程 度半径方 向内側で ピーク とな り、電子温度はNL上 で ピーク

とな ることが示 された。 また、 このような密度 ・温度 の ピークは、上記 パ ラ

メータFの 値 が1よ り十分小 さい とあま り顕著で ないが、1近 くではは っき り

す ることが分 か り、NLDプ ラズマ形成 がF値 と強 く関連 してい る ことが実験的

に示 された。 これらの各グループの成果を、お互いに連絡 を密に取 り合 って共

有すると共 に、平成8年 度 中には2回 の研 究会 を開いて意見交換 を行 った。

○テーマ名:プ ラズ マ処理 によるSi系 絶縁膜の低温形成 と機 能性評価

研究体制:(平 成8年 ～)

大学側 九州大学先端科学技術共 同研究センター

九州大学大学院総合理工学研究科エネルギー変換工学専攻電離イオン工学講座
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研 究経 過:

シ リコ ン半導 体 デ バ イス に お け る絶 縁 膜 と して、Si酸 化膜 、Si窒 化 膜 は極 め

て 重 要 な役 割 を果 た して い る。 その用 途 は、 ゲ ー ト絶 縁 膜 、 トンネ ル絶 縁 膜 、

DRAMに お け るキ ャパ シター 絶 縁 膜 、 層 間絶 縁 膜 、 保 護 膜 等 で あ る。

しか しな が ら、現 在 用 い られ て い る熱 酸化 膜 及 び高 温CVD膜 は、基 板 中 の不

純 物 の再 分 布 、 ウエハ の大 口径 化 に伴 う ウエハ 温 度 の ば らつ き、 熱 ひず み に よ

る反 り、 絶 縁 破壊 欠 陥 密 度 の増 大 な どの問題 を抱 えて お り、 デバ イス の ス ケー

ル ダ ウ ンの要 求 を満 足 す る こ とは難 しい。 この よ うな高 温 処 理 が伴 う諸 問題 を

解 決 し、将 来 のULSIデ バ イス を実 現 す るに は、全 て のプ ロセ ス を500℃ 以 下 の

温 度 で 行 う"低 温 プ ロセ ス技 術"の 確 立 が重 要 とな る。

本 研 究 で は、高 活 性 な プ ラズマ の生 成 が容 易 に で きるECRマ イク ロ波 プ ラズ

マ とSiタ ー ゲ ッ トか らのス パ ッタ リング を組 み合 わせ たECRス パ ッタ法 を用

い て、 高 品質 な各 種 シ リコ ン系 絶 縁 膜 を形 成 す る技 術 を確 立 す る こ とを 目指 し

て い る。 本 年 度 得 られ た成 果 は、 以 下 の通 りで あ る。

(1)プ ラズ マ条 件 を最 適 化 す る こ とに よ り、130℃ の低 温 で 成 膜 速 度23nm/

min、 絶 縁 破 壊 電 界10MV/cmを 有 す るSi酸 化膜 を形成 す る技 術 を確 立 した。

これ らの薄 膜 は、 層 間絶 縁 膜 と して有 用 で あ る。

(2)プ ラズマ 条件 を最 適化 す る こ とに よ り、130℃ で の低 温 形 成 と450℃ で の ア

ニー ル に よ り、9nmの 極 薄Si酸 化 膜 の形 成 プ ロセ ス を確 立 した。 このSi酸 化

膜 は、絶 縁 破 壊 雷 界9MV/cm、 界 面 準 位 密 度1×10cm"2eV-1以 下 、 の機 能 を

有 す る。 これ らの薄膜 は、 ゲー ト絶 縁 膜 と して有 用 で あ る。

(3)プ ラズ マ条 件 を最 適化 す る こ とに よ り、 室 温 でSi窒 化膜 を形 成 す る プ ロ セ

ス技 術 を確 立 した。 これ らの薄 膜 は、Na等 の混 入 が避 け られ る保 護 膜 と して有

用 で あ る。現状

3現状と今後の課題九州大学 にお ける民間企業等 との共同研究件数 は、不況下 にもかかわらず順

調 に伸び、平成8年 度66件(平 成6年 度52件 、平成7年 度57件)に 達 してい る。

これ は、国立 大学 中2位 で あ り、高 い位置 を 占めてい る。今年度は、共同研究

の相手方の企業が昨年来 の大企業に加 えて、5件 程度で はあ るが地元 の中小企

業 も含んでい る。 これは、本センター設立以来、主に地元企業向けに行って き

た産官学交流活動(技 術研修会、 セ ンターセ ミナー、産官学交流事業等)の 活

動 が少 しずっ実 りつつ あるためと思われる。 また、今年度から、福岡県 と本セ

ンターとが、産官学交流の進め方 について検討することを目的 として福岡県 ・

九州大学先端科学技術研究センター共創会議i(2.4節(4),(b)項 参 照)創 設 した。

この会議 は、具体的 には(1)技術研 修会 において産業界 のニーズの高いテーマを

提案する、(2)研修会参加企業 のニー ズ と九州大学のシーズを効率的に結びつけ

るための方策 を提案する等の役割を担 う。

また今年度は じめには、約200㎡ のク リー ンルー ムを持 つ、合計2,000㎡ のセ



ンター棟が完成 し、 それに伴い、センター棟お よびその設備の利用細則を制定

した(附 録6に セ ンター利 用規程 を載 せた)。 この完成 によ り、来年度 か ら学内

の6つ の研 究室 が民 間企業 との共 同研究を本センターでスター トさせ ることに

なった。

以上、民間企業等 と大学 との共同研究推進のためのソフ トとしてのシステム

(産官学交流活動 お よび共創会議)と 共 同研究 を行 うためのハ ー ド(セ ンター

棟)が 整 備 され、九州地域 の産官学研究協力のセンター としての役割を充分に

果た しうる環境が整 った。

2.3国 際 交流

一= 一一 二 「L=r一 陰=滋 旨1甫 ㌃"・t「=x-』 ∴ 買 『薫 野濾

1大学企業大学公設研究機関との共同研究.外国企業 との共同研究については、平成8年 度 にい くつかの計画 の検討 が進

み、調整中である。 これは本センター活動の柱 の一つであ り、今後積極的に対

応 してい きたい。

他方、文部省科学研究費の国際学術研究制度による共同研究は九州大学 とし

て42件 が実施 されてい る。

2外国人研究者の招へい学 内で は種 々の制度による招へいが実施 されている。 そのうち、センターに

関係す るものを以下 に示す。

受入れ期間

平成8年5月 ～

平成9年4月

氏 名

Llu

Ylchun

所 属 ・役 職(国)

NorthwestNormal

Unlversity助 教 授(中 国)

受入れ機関

総合理工学研究科

研究テーマ

プラズマによる薄膜堆積に関す

る研究

今後、センターは種々の機会、制度を通 しての招へい制度 の推進に当 りたい。

3国際会議の実施国際会議開催 については、平成8年 度 に九州大学主催で3件 の国際会議 が実

施 された。本 セ ンターに関連するもの としては、「先端技術 フォーラムin九 州

一 シンク ロ トロン光応用技術 とリソグラフィ技術一」が北九州市で開催 された。

4現状と今後の課題九州大学で の外国機関 との共同研究は、現在のところ大学や公設研究機関 と

の ものに限 られ る。本セ ンターでは、外国企業 との共同研究推進の模索を続 け

ているが、平成8年 度 には実施 す るに至 っていない。今後の課題 として追求 し

たい。

外国人研究者の招へいは学内では種々の制度を通 じて活発に行われている。

平成8年 度 には、本 セ ンター において も外国人研究者の招へいに関する規則



(附録7)が 整い、試行 で きる ことにな った。平成9年 度 にはセ ンター として外

国人研究者 を訪問研究員 として受け入れる予定である。

2.4産 官学交流

本センターでは、大学 と民間等 との研究協 力を支援 する活動 として、セ ミ

ナーや技術研修会等の産官学交流 を積極的に行 っている。またこれ らの活動 と

併せて、センターの活動 と成果の広報誌 として 「センターニュース」を定期的

に発行 している。

◎ 講演 会 等

(a)先 端 科学技 術講演会

本講演会 は、平成7年 度 か ら電離気体実験施設 との共催で行 っている。

日時:平 成8年5月25日(上)13:30～17:00

場所:九 州大学筑紫地 区 共通管理棟3階 大会議室

講演1(産 業界)

題 目 「企業で の研究開発 と大学への期待」

講師:三 菱重工業㈱ 社長 増 田 信行 氏

講演2(官 界)

題 目 「わが国 の学術研究 の現状 と課題」

講師:文 部 省学術 国際局長 林 田 英樹 氏

(b)セ ミナー

セ ンターの客員教授等 に よるセ ミナーは、平成8年 度 内に以下 の8回 を実施

した。

◎第6回 共 同研究 セ ンターセ ミナー

日時:平 成8年6月21日(金)14:00～17:00

場所:九 州大学 医学部基礎A棟 セ ミナー室

プ ログ ラム

講演1

題 目 「コン ピュー ター支援 に よる ドラッグデザ イン」

講師:本 セ ンター客員教授 石黒 正路 氏

(働サントリー生物有機科学研究所部長研究員)

講演2

題 目 「細胞 内情報伝達 の可視 化解析 と応用一細胞内カル シウム濃

度 と神経活動一」

講師:本 セ ンター客員教授 工藤 佳久 氏

(東京薬科大学生命科学部生態高次機能学講座)

参加者45名
______一__一_一_一__一_,__一 一一 一 一一 一一一 一 一一『 一 一　 一一一一一}一 一一颪『謙 艦一"一



◎ 第7回 共 同研 究 セ ン ター セ ミナ ー

日時:平 成8年7月5日(金)13:00～17:00

場 所:九 州 大 学 農学 部 食糧 化 学 工 学 科102講 義 室

プ ログ ラム

講 演1

題 目 「シー ズ型 研 究 開発 とその事 業 化 一バ イオ テ ク ノ ロジー を例

と して 一」

講 師:本 セ ン ター客 員 教 授 内尾 良 輔 氏

(味の素冷凍食品㈱常務取締役冷凍食品開発研究所長)

講 演2

題 目 「ス ーパ ーバ イオ リア ク タ ー序 論 」

講 師:九 州 大学 農 学 部 食 糧 化 学 工 学 科 助 教授 園元 謙 二 氏

参 加者57名

◎ 第8回 共 同研 究 セ ン ター セ ミナ ー

日時:平 成8年7月4日(木)14:00～17:00

場 所:九 州 大 学 先 端 科 学 技 術 共 同研 究 セ ンター研 修 室

プ ログ ラ ム

講 演1(14:30～15:45)

題 目 一研 究 所 に お け る技 術 の横 通 しと伝 承 一三 菱重 工 業 にお け る

研 究 開発 の仕 組 み 一」

講 師:本 セ ンタ ー客 員 教 授 柳 謙 一 氏

(三菱重工業㈱広島研究所長)

講 演2(16:00～17:15)

題 目 「九工 研 の 目指 す もの」

講 師:工 業 技 術 院 九州 工 業 技 術 研 究 所 長 陣 内 和 彦 氏

参 加者60名

◎ 第9回 共 同研 究 セ ンタ ー セ ミナ ー

日時:平 成8年9月10日(火)13:30～17:00

場 所:九 州 大 学 工 学 部 応 用 物 質 化 学 科 分 子 コー ス1番 講義 室

プ ログ ラ ム

講 演(13:30～15:45)

題 目 「コー ル タ ー ル ・ケ ミス トリー(石 炭 化 学)」

講 師:本 セ ンタ ー客 員 教 授 藤 本 研 一 氏

(新日鉄化学㈱九州製造所長)

参 加者17名

◎ 第10回 共 同研 究 セ ン ター セ ミナ ー

日時:平 成8年10月21日(月)13:00～16:40
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場 所:九 州 大 学 工 学 部 建 設 都 市 工 学科(水 工)203番 講 義 室

プ ログ ラム

講 演1(13:00～14:30)

題 目 「地 盤 の変 形 予 測 手 法 の最 前線 」

講 師:九 州 大 学 農 学 部 農 業 工 学 科教 授 橋 口 公 一 氏

講演2(14:40～16:10)

題 目 「地 盤 の液 状 化 予 測 解 析 の最 前線 」

講 師:本 セ ン ター客 員 教 授 塩 見 忠 彦 氏

(㈱竹中工務店技術研究所主任研究員)

参 加 者50名

◎ 第ll回 共 同研 究 セ ン ター セ ミナ ー

日時:平 成8年11月21日(木)13:00～17:00

場 所:九 州 大 学工 学部 応 用 物 質 化 学 科 分 子 コー ス1番 講 義室

プ ログ ラム

講 演 無 水 フタール酸工 業 な らび にIC封 止用 エ ポ キ シ樹 脂 につ いて」

講 師:本 セ ンター 客 員教 授 藤 本 研 一一氏

(新日鉄化学㈱九州製造所長)

参 加 者14名

◎ 第12回 共 同研 究 セ ンター セ ミナ ー

日時:平 成8年11月22日(金)13:00～15:45

場 所:九 州 大 学 先端 科 学技 術 共 同研 究 セ ンタ ー研 修 室

プ ログ ラム

講 演1(13:00～14:30)

題 目 「事 業 開発 と商 品 開発 につ い て 一冷 凍 食 品 を例 と して 一」

講 師:本 セ ンタ ー客 員 教授 内尾 良輔 氏

(味の素冷凍食品㈱常務取締役冷凍食品開発研究所長)

講演2(14:45～15:45)

題 目 「食 品 の低 ア レル ゲ ン化 と抗 ア レル ギ ー食 品 の 開発 」

講 師:九 州 大 学 農 学 部 食糧 化 学工 学科 助 教 授 山 田 耕 路 氏

参 加者45名

◎ 第13回 共 同研 究 セ ン ター セ ミナ ー

日時:平 成9年3月5日(水)14:00～17:00

場 所:九 州 大学 先 端 科 学 技 術 共 同研 究 セ ン ター研 修 室

プ ログ ラム

講 演1(14:00～15:00)

題 目 「企 業 内 で のニ ー ズ と シー ズ」

講 師:本 セ ン ター客 員 教 授柳謙一 氏(三 菱重工業㈱広島研究所長:
纒 輝 ヨ



講 演2(15:00～16:00)

題 目 「ベ ンチ ャー キ ャ ピタル と シー ズ キ ャ ピタル」

講 師:日 本 合 同 フ ァ イナ ンス㈱ 福 岡 支 店 長 縣 久 二 氏

討 論(16:00～17:00)

コ メ ン ト 「九州大学 におけ るベ ンチ ャー ビジネ ス教 育 の現状 と計画」

コ メ ンテー ター 九州 大 学 ベンチャービジネスラボラトリー次 長 坂 口 光 一一氏

参 加 者80名

(c)技 術 研 修 会

民間技 術 者 が参 加 しや す い 時 間 帯 に、 福 岡市 中心 部 で 行 う、 との趣 旨 の下 で

平 成8年 度 に は以 下 の6回 を実施 した。

◎ 第10回 技 術 研 修 会

日時:平 成8年5月10日(金)17:30～19:30

場 所:ホ テ ル ス テ ー シ ョ ンプ ラザ

ブ ログ ラム

講 演(17:30～18:45)

題 目 「非 加 熱 殺 菌 技 術 の開 発 一 ミク ロバ ブル超 臨 界 法 一」

講 師:九 州 大 学 農 学 部 食 糧 化 学 工 学科 教 授 筬 島 豊 氏

交 流 会(18:45～19:30)

参 加者41名

◎ 第11回 技 術研 修 会

日時:平 成8年7月12日(金)17:30～19:30

場 所:ソ ラ リア 西鉄 ホ テ ル8F聖 天 の 問

プ ログ ラム

講 演(17:30～18:45)

題 目 「超 伝 導 パ ワー応 用 の新 展 開へ の期 待 」

講 師:九 州 大学 大学 院 シス テム情報科 学研 究科 教授 山 藤 馨 氏

交 流 会(18:45～19:30)

参 加 者31名

◎ 第12回 技 術 研 修 会

日時:平 成8年9月13日(金)17:30～19:30

場 所:ソ ラ リア西 鉄 ホ テル8F聖 天 の問

プ ログ ラム

講 演(17:30～18:45)

題 目 「地 球 環 境 問題 とその対 策 技 術 」

講 師:九 州 大学 工 学 部 化 学 機 械 工 学 科教 授 若 林 勝 彦 氏

交流 会(18:45～19:30)

参 加 者36名



EF=t-t嗣}Ftt-TTL'「"vE■ 」"F'tma-ma-nySE9;Fし 鷲 齋 ド瓦 「o'■r　 叩"瘤vス ーT-rY'raif}τrr　 ・ 「 　

◎第13回 技術研修会(産 学官技 術交流 会)

九州大学、九州通商産業局お よび中小企業事業団の主催で、九州地域の大学

並びに公的研究機関の持つ技術 シーズを産業界に移転することを目的 とした産

官学技術交流事業 「新規事業発見 ・創造onCampus」 を全 国の大学 の中で は じ

めて開催 した。本センターは、 この事業の企画 ・実施にあた り中心的な役割を

担い、産業界、官界、大学等の協力 と支援 により、非常に好評 を博 した。

本センターでは、 この交流会を2カ 月に一度行 ってい る技術研修会の拡大版

として とらえ、第13回 技術研修 会 とした。次年度以 降 も同趣旨の行事を行 うこ

とを計画 している。

日時:平 成8年11月15日(金)10:00～19:00

場所:九 州大学筑紫地 区

プ ログ ラム 「新 規事業発見 ・創造onCampus」

1.研 究 ・技 術展 示会(10:00～17:00)場 所:セ ンター実験 室1

2.技 術相談 会(10:00～13:00)場 所:セ ンター研修室

3.基 調講演(13:15～14:00)場 所:共 通管理棟大会議室

題 目 「立命館大学における産学交流事業」

講師 立命館大学副総長 ・副学長 産官学交流事業推進室長

坂本 和一 氏

4.プ レゼ ンテー ション(14:15～17:15)場 所:総 合理工学研究科

食品 ・バイオ[司 会:松 本 清 教授(九 大農)]総 理工共通第1講 義室

●内田 泰 教 授(佐 大農)
●望月 聡 助教授(大 分大教)
●石崎 文彬 教 授(九 大農)
●白畑 實隆 教 授(九 大農院)
●金沢 洋子 助教授(九 大薬)
●蛯原 健治 教 授(熊 大工)

キチン、キ トサンの科学 と食品分野への応用
カボス抽出物のコレステロール低下作用
食品の放線菌"乳 酸菌"が 作る生理活性物質 と健康、長寿
脳細胞の老化制御機構解析モデルの開発と老化防止食品成分の探索
NMRに よる生体内物質の画像化一植物種子からヒトの病態まで
高密度 ラジカル生成技術 とそのバ イオ環境純化への応用

機械 ・電力 ・エネルギー一・環境[司 会:深 野 徹 教授(九 大工)]総 理工共通第2講 義室

●甲木 昭雄 助 手(九 大工)
●山本 博美 主任技師(福 工技センター)
●原 雅則 教 授(九 大シ情)
●船木 和夫 教 授(九 大シ情)
●古川 謙介 教 授(九 大農)
●東條 角治 教 授(九 工大情報)

高性能 レーザ誘導方式深穴加工工具の実用化に関する研究
液体混合噴霧式バーナーの開発
電力システムの高電圧化 と超伝導化における研究課題
酸化物超伝導変圧器の開発
微生物を用いた環境浄化
安全で効果的な農薬投与技術

材料 ・新素材[司 会:荒 井弘通 教授(九 大総理工)]総 理工第1講 義室

●恒松 修二 主任研究官(九工研)
●諸岡 成治 教 授(九 大工)
●山添 昇 教 授(九 大総理工)
●大城 桂作 教 授(九 大工)
●尾添 紘之 教 授(九 大機能研)
●佐々木 亘 教 授(宮 大工)

ケイ酸カルシウムの濾過 ・吸着 ・固定材への利用
無機膜 を使 った気体の分離
センサ材料の開発

融体加工法をベースとした素形材の高性能化
結晶成長における融液振動流れと抑制
多機能真空紫外光源による光量子プロセス

エレク トロニクス ・情報 ・通信 二司会:前 田三男 教授(九 大 シ情)]総 理工共通第3講 義室

●石松 隆和 教 授(長 大工)
●平澤宏太郎 教 授(九 大シ情)
●赤岩 芳彦 教 授(九 大シ情)
●湯ノロ万友 助教授(鹿 大工)
●黒木 幸令 教 授(九 大シ情)
●前田 三男 教 授(九 大シ情)

FPGAに よる高速画像処理の実現
ニューラルネ ットワークを利用 した制御システム
デジタル無線通信
磁気刺激治療器の開発に関する研究
エッチング用プラズマ装置の開発
レーザー応用の新展開

5.懇 談 会(17:30～19:00)場 所:共 通 管 理 棟 大 会 議 室

参 加 者 延 べ820名



◎第14回 技術研修会

日時:平 成9年1月10日(金)17:30～19:30

場所:ソ ラ リア西鉄 ホテル

プ ログ ラム

講 演(17:30～18:45)

題 目 「実用化段階を迎 えた有機ELデ ィスプレイ研究開発 の現状」

講師:九 州大学大学院総合理 工学研究科教授 筒井 哲夫 氏

交流会(18:45～19:30)

参加者41名

◎第15回 技術研修会

日時:平 成9年3月14日(金)17:30～19:30

場所:ソ ラ リア西鉄 ホテル

プ ログ ラム

講 演(17:30～18:45)

題 目 「金属 イオン及び天然由来分子を識別する超分子 レセプター開発」

一創造科学技術推進事業(ERATO)に お ける基礎 研究 か ら企業

実用化 まで一

講師:九 州大学工学部応用物質化学科教授 新海 征治 氏

(科学技術振興事業団・国際共同研究 「分子転写」日本側代表)

交流会(18:45～19:30)

参加者25名

(d)高 度技術研 修

今年度 か ら、民間企 業実務者向けに、実習を主体 としたカ リキュラムにより、

高度な専門的技術を目指す高度技術研修(有 料)を 開始 した。

日時:平 成9年2月25・26日

場所:九 州 大学情報処理教育 セ ンター

プ ログラム:イ ンターネ ッ ト利用 の実際

講 師:古 川 善吾 助教授(九 州大学情報処理教育 セ ンター)

下 園 幸一一 助 手(九 州 大学情報処理教育 セ ンター)

笠原 義晃 助 手(九 州 大学大型計算機 セ ンター総合情報

伝達 システム運用センター)

参加者17名

(2)広 報 活 動

(a)ニ ュース

本 セ ンターでは、 セ ンターの活動や行事予定等 を紹介する 「センターニュー

ス」 を2カ 月に1度 発行 し、学 内教官、 民間企業、公設の研究機関等に幅広 く



配 布 して い る。 平 成8年 度 につ い て は、

第10号(セ ンタ ー建物 竣 工 特 集 号)5月

第11号7月

第12号9月

第13号11月

第14号1月

第15号3月

の合 計6号 を発 行 した。

ま た、 平 成8年5月 のセ ンタ ー建 物 竣工 に あわ せ て、 セ ンタ ーパ ンフ レ ッ ト

第2号 を発 行 した。

(b)ホ ー ムペ ー ジ

民 間企 業 か らの 「容 易 に九州 大 学 全 教 官 の研 究 シー ズ が検 索 で きる よ うに し

て ほ しい」 とい う強 い要 望 に応 え るた め、 本 学 全 教 官 に対 して、 研 究 テ ー マ、

民 間企 業 と共 同研 究 可 能 なテ ー マ、 事 業 化 で きそ うな研 究 テ ー マ等 につ い て、

平 成8年8月 に ア ンケー ト調 査 を実 施 した。 その結 果 を、従 来 の部 局 別 で な く、

15の 専 門分 野 に分 け て整 理 し、 ホー ムベ ー ジに掲 載 した。

セ ンタ ー ホ ー ム ベ ー ジア ドレス:http://astec.kyushu-u.ac.jp

(3)技 術 相 談

平 成8年 度 中、 セ ンタ ー の直 接 相 談 件 数 は36件(平 成8年11月 の産 学 官技 術

交 流 会 の21件 を含 む)で あ った。 相 談 内容 は、 畜 産 関 係 の相談 か ら、 イン ター

ネ ッ トセ キ ュ リテ ィに関 す るま で 多岐 に わ た り、 それ ぞれ 、 学 内 の当該 専 門教

官 を紹介 し、一 部 につ い て は共 同研 究 に進 展 した もの もあ る。

(4)外 部 機 関 と の 交 流

共 同研 究 セ ンター の連携 を 目的 と して、 年 に1度 行 わ れ る全 国共 同研 究 セ ン

タ ー長 会 議 、 専 任 教 官 会議 、 九州 地 区 セ ンタ ー長 会 議 に出席 して い る。

(a)共 同研 究 セ ン ター 間 交流

◎ 共 同研 究 セ ンター 長 会 議

日時:平 成8年10月3日 午 後1時30分 ～

場 所:パ レス ホ テル 立 川(当 番校:東 京 農 工 大)

協 議:○ 共 同研 究 セ ンター 問お よび 学外 団体 との連 携 に つ いて

○新 メ ンバ ー の提 案 につ い て

○共 同研 究 セ ンター の 自己 点検 ・評 価 に つ い て

○セ ン ター の運 営 に つ い て

○特 許 出願 と取 扱 い に つい て



◎共同研究センター専任教官会議

日時:平 成8年8月22日 午後1時 ～

場所:岡 山県工業技術 セ ンター(当 番校:岡 山大)

協議:○ インターネ ッ トの重要性 と各センターでの取 り組みについて

○今後の各センターの活動計画お よび将来像について

◎九州地区センター長会議

日時:平 成8年7月22日 午後1時30分 ～

場所:九 州工業大学地域共 同研究 セ ンター(当 番校:九 州工業大)

協議:o平 成8年 度事業計画 につ いて

○産学官連携強化への取組について

・共同研究推進

・研究助成利用

・行政への期待

○共同研究センターの現状 と活性化への取組 について

・現状

・ネ ットワーク化への取組

○その他

・九州通商産業局商工部技術振興課事業計画について

・産学R&D推 進 について

・九州 の研究者 リス トのコンピュータ化 について

・次回の開催地区、開催時期他について

(b)地 域 交流

地域 産業振興 とも関連 して、通産局、県等 と随時協議 を行っている。

◎福岡県 ・九州大学先端科学技術研究センター共創会議

福岡県 と九州大学の民間等 に対 しての窓 口である本センター とが連携 して行

う産官学交流の具体的な進 め方について検討す ることを目的 として、標記会議

が本年度は合計3回 行われた。1、2回 目は準備会議で、会 の正 式 な名称 「福岡

県 ・九州大学先端科学技術研究センター共創会議」、規約お よび活動方針等 を

決定 した。

第1回

日時:平 成8年7月3日 午後1時30分 ～

場所:ふ くお かIST交 流 サ ロン

議事:○ 産学官連携 連絡会議 の設置 について

○各事業所 の事業紹介 について

○今後の運営について

第2回

日時:平 成8年8月23日 午後1時30分 ～

場所:ふ くお かIST交 流サ ロン

議事:○ 産学官連携連絡 会議 の名称 について
　 一



○産学官連携連絡会議 の規約について

○今後の会の活動について

○研究 ・研修会の開催ついて

第3回

日時:平 成9年1月10日 午後15時 ～

場所:ふ くおかIST交 流 サ ロン

議事:○ 「福 岡県 ・九州大学先端科学技術共同研究センター共創会議」

規約 について

〇九大先端センター第16回 技術研修会 につい て

○「新規事 業発見 ・創造onCampus」 の報 告 について

○福岡県 カタ ライザー制度 について

○平成9年 度事業概 要 につい て

本会議 の構城 機関は次の通 りである。

株式会社福岡県 ソフ トリサーチパーク

株式会社北九州テクノセンター

株式会社久留米 リサーチパーク

財団法人飯塚研究開発機構

福岡県工業技術センター

福岡県新産業 ・技術振興課

九州大学先端科学技術共同研究センター

財団法人福岡県産業 ・科学技術振興財団(事 務局)

◎ その他

その他、 九州地域 の産官学連携強化への取組みとして、各関係機関からの要

請 により今年度は以下 の会議に参加 した。

〇九州大学 と九州通産局、九工研、九産技センターとの懇談会(主 催:九

州通産局)

〇九州地域産業技術 プ ロモー ションプログラム策定委員会(主 催:九 州通

産局)

○戦略 的頭脳化推進研究会(主 催:九 州通産局)

〇九州地域 ベ ンチ ャー企業支援機関連絡会議(主 催:九 州通産局)

○中核 的 なセ ンター設立推進委員会(主 催:福 岡県)

○福 岡県 カタ ライザー会議(主 催:福 岡県)

○学術 ・研 究 コンプ レックス形成調査委員会(主 催:働 九州地域産業活性

化 セ ンター)
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講演会等 の活動 として、平成8年 度 中には、先端科 学技術講演会1回 、 セ ミ

ナー7回 、技術研修会6回 、高度技術研修 を行い、 それ ぞれについて民間企業
　



からの多数の研究者 ・技術者等の参加があ り、技術相談 も活発に行われた。今

年度の新たな試みとしては、技術研修会の拡大版 として行われた産学官技術交

流会があげられ る。 これは、九州通商崖業局、中小事業事業団 と共催で、九州

大学お よび九州地域の研究機関の持つ技術 シーズを産業界に移転することを目

的 として行われた。参加者および各方面から有意義な企画であるとい う声が強

く、センターでは次年度以降 も続 けてい く方針である。次年度においては、 こ

の交流会においてプレゼンテーション等の企画に於いて、如何に効果的に大学

の技術 シーズを産業界 に移転するきっかけを演出で きるかが重要なテーマにな

るように思われ、センター としては最善を尽 したい。

また、本年度から、客員教授が6人 に増 え、 セ ミナー の回数 も大幅に増 えた。

このことにより、学内の教職員お よび学生 に企業の研究活動 の実状 を幅広 く

知 ってもらうことがで きたように思 う、各セ ミナー とも非常に好評で、大学人

が企業のニースを知 ることで、研究の広が り、産官学交流の広が りが期待で き

る。次年度は客員教授の数が10名 にな り、更 に このよ うな効果 が拡大す ること

が期待 され る。

広報活動 としては、ニュースは年6回 、 セ ンター棟竣 工 に と もないパ ンフ

レッ ト第2号 を発行 した、新 たな動 きとしては、民間等から、 とか く九州大学

内の研究実体が分か りに くいとい う声に答 えて、 インターネ ッ トを通 じて、本

学全教官の研究 シーズ(研 究 テーマ、研 究 内容 に関す るキーワー ド、民間企業

と共同研究可能 なテーマ、事業化で きそうなテーマ等)を 分野別 に公表 した こ

とで ある。 さらに来年度は、 この研究 シーズのホームベージから各教官のホー

ムページにリンクを完成する予定であ り、 これにより外部からインターネ ット

通 じて、九州大学の全教官の研究内容の詳細 を見渡せることになる。今後は、

産業界 から要望等を とり入れて、 このホームページの利便性をさらに高めるこ

とに努力を払いたい。

技術相談 の件数はセンターの存在が知 られるにつれて、着実にその件数 は増

加 している。産学官技術交流会において も技術相談室を設けたが時問内に対応

しきれず、機会を設 ければまだまだ需要 はかなりあるように思われる。 これま

での技術相談はセンターの教官3人 が対 応 していたが、件数 の増加 と相談内容

の専門性 の問題から支障をきたす ことが予想 され、今後、センターに設置 され

た各分野 の協力教官の方々の協力を得て、積極的に技術相談にあた りたい。

外部機関 との交流については、本年度から福岡県 とセンターが連携 して行 う

産官学交流の具体的な進め方について実務者の問で協議す る共創会議が創設 さ

れた。センターでは、民間企業の技術者向けに2カ 月に1度 、本学 の教 官 の中

で比較 的民 間の技術ニーズに近い研究をされている先生を招いてその研究内容

を紹介 していただ く技術研修会を行っていて、主に福岡県下の技術開発型企業

の数多 くの参加を得ていた。参加者の多 くは、先生方の研究に非常に興味を抱

いているが、 それを共同研究 ・共同開発 につ なげ る場 を提供 す る迄 にはセ ン

ターだけでは至 らなかった。本会議が、 このような場を提供す るにあたって具

体的な施策を提案する役割を担 うことを期待する。その他、産官学連携強化の
_



取組に関する会議にセンターから参加 しているが、各種会議の集約化を行い、

九州地区の産官学連携強化に対 して実効的な施策を提言で きる場になるように

期待する。


